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304　Schwassmann彗星に組する流星群の槻測と微光流星の心心：方法つv・て
Schwassmann彗星に關すろ流星群の観
測ご，微光流星の観測方法について
　　　　　　　　　花山天交塁　　　中　　　　村　　　　　要
　1930年d彗星であるSchwassmann－Wac111〕！atm彗星の引見電報が來てか
ら，花山天文塁でも位置の観測を行ひ，其れから，渡邊君が軌道を計算し，軌
道より柴田君が新しい流星群の出現を豫想して二二顯を計算して，來るべ
き流星雨についての準備を全く整へたのが五月二十日頃である．二十一日
夕には牧夫座εの附近に新しい流星群の輻射難が七つかつtこ．この軌道
を計算の結果，可なり似よって居るが豫想される群ではなさそうであっ
ナこ．一方，d彗星の軌道面の傾斜が少い事と，極めて似よつナこ條件をもつ
て居るヰンネツケ流星群の前例から考へて，流星は可なり早くから出現を
豫想されそうなので，始めて五月二十四日に牧夫座の北部に於て新しい輻
射鮎を探し求めナこのであるが，幸に一個の停止流星にヒントを得て，輻射
鮎（230。＋48。）を求めることが出門ナこ．彗星の降下鮎通過の前ではあるが，
最近の軌道子下によると，週期彗星であり，ヰンネツヶ流星群の前例もあ
るので出現の可能性はあるのである．
　以上の群を引覆き東南方向に追跡しナこのであるが，五月末までは彗星其
のもの》観測に追はれて，つい失念して居ナこ．SchwasSmann彗星も29日朝
に多分肉眼の限度（6．5等）に達し，30日朝には肉眼に幽かに見得る様にな
り，31日朝には海豚座の東部に干て，折からの快晴に恵まれて下形の星芸
欣（5等下弓）のものとして充分肉限に見え，前年のヰンネツヶ彗星と同じ
揚所で，似た様な姿を見る事が出來ナこ．
　彗星が南に去って暇になつナこので，再び流星群を二つナこのであるが，七
日になっても鯨り回覧せす，最盛期の九日には月の明るさもあり，大して
現れないだらうと豫罪したのであっナニ．しかし，流星雨は明らかに九日夕
に極大に達しtこ．尤も最大のものが四等級の貧弱なものであっナニ・以後の
観測は月明と梅雨の爲に阻けられて，充分な事は出來なかつナこ．けれども，
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大堺，輻射鮎の移動まで確める事が文筆ナこのは幸であった．新聞紙で騒ぎ
立てた事からみれば貧弱な流星群であっナニには相遠ないが，例年のペルセ
ゥス群を除いて，素入には全く失望する程の流ユ群が殆んど全部であるの
だから，納り多くを豫期しナ写方が無理であっナこだらう．一時聞に二三個出
ても流星雨と稗して居るのに，これを誤解して火の雨が降る様に思ふ人が
少くない．早世もこの様な貧弱な流星雨を卜いて親齢しなければならぬ事
が多いだらうし．この流星雨も他に見た人が殆んど無い檬な諜であるから，
指分のもつナこ特殊な観測方法について述べ，微光流星の槻測について記し
ておきナこい．微光流星の観測は，流星學の將來の獲達及び研究上甚だ重要
なものであらうと少なくとも自分は考へるのである．
　流星観測は一般に可なり廣い一室に耕して行はれ，約四等級以上の比較
的大きな流星を星圏に記入して，それから輻射瓢が決定されるのが：普通で
ある．一博間の観測数も：普通の夜なら数箇といふ程度であり，都合よくて
も一つの群に属する流星を数箇捕へ得るのが普通である．そして決定し得
る輻射黙も一夜に一乃至二個に止まるのである．輻射黒占の決定し得ない流
星群の数は，槻野冊の背後の凹い天室を考へれば，少なからざる数であり，
群に屡しないのに誤って混入される流星も多いであらう．一般に四個が許
される最小の数とされて居るが，最小激の二倍即ち六個は観測して居ない
と大丈夫とは申されない．現在の観測方法では観測者の激が非常に多くな
らなければ流星群について充分な研究が出郷ない．叉一日の輻射黒占の決定
がやっとの事で，輻射顯の移動の如きは殆んど全く研究が出來てない，ペ
ルセゥス流星群やヰンネツケ流星群（タシユケントのものと自分の1921一
今年の移動方向はよく一一致して居る）位がはっきりしt運動を示すのに止
って居る．流星も四等退り淡いものは澤山ある筈だし，最盛期日を離れる
程，淡いものに注意しなければ，興り進んだ観測は出時ない．流星観測は
観測其のものが相當不正確だと言はれて居るが，四等星までしか出てない
小さな星圖で観測したり，（或は近年はヤングの5，0等までを含んだ圖で此の
鋏黙は幾分補はれナこにしても，）圖の不完全な事が追撃其のものをより不正
確にして居る事は否まれない．出來得るなれば5．5等までを全部含んだ精細
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な圖の，徴光星を頼りに流星の径路を方向だけでもより正確に記入する事
が草野れば，観測其のものが幾分でも良くなってくる筈である．この様な
必要は狭い範園で比較的微光な，勝って短いものが多い流星群を蜆測する
置合に痛切に感じさせられる．もっとも，この爲には観測者自身が充分星
座を嗜記して居る必要がある．
　自分は，長い期間にヰンネツケ流星群を観測した経験上から見れば，微
光の流星は意外に多いものである．微光の流星は比較的上室で獲光する爲
であらうか，比較的幅射界近くに於て見られるのであるが，ぼんやりと明
るい流星を見るつもりで見て居ナこのでは，全く押付かすにすんでしまふも
のである．若し天室の一小部分（五度里方）を最も熱心に見守って居ナこな
れば，有るか無い平な淡い短い流星が相當に見當るものである．これを大
低な観測者はL観測野曝として捨て》しまふ事が多いのである．
　淡いが爲に大罪の位置と方向だけしか親測出來ないのであるが，とにか
くそれを正しいものとして，輻射黙の全周にわたって部分的に微光流星の
観測を進め，輻射黙をよく求める爲には輻射黒占に極めて接近して現れる停
止或は短い緩い流星を捕へる．こうしt手段で観測を進行せしめる．流並
には，群によって現れ方に可なりの特長がある．例へばSchwassmann群の
如きは中央の急に太い長いSpindle型のものであっナこから，他の群のもの
とはよく門別が出題fこ．又出現の方向も可なり定って居るものである．
Schwassmann群では龍座βとVegaの方向に出るものが大部分を占め，
他の方向を眺めれば全く流星群の存在が疑はれる程度であっナこ．岡上に流
星を記入せす，軍に眼視的に輻射黙を決定する揚馬も同じ様な方法によっ
たのである．微光流星の槻測は可なりあぶないものではあるが，其の訣鮎
は激多く観測する事によって確めるので，自分は，いつも少くとも二十個
以上のものを見る事にして居る．軍に圖上に径路だけを記入する場合なれ
ば，大me　一一一時間に六十個までS“，其れ以上現れても記入が出來ない．微光の
ものを見る時には敬は宛にならない．寧ろ連綾国忌なら，光度から極大期
日が分かる．微光流星の観測は強く目を坐するので，自分は大業は観測時
間が三十分．長くて一一博間までしか出來ない，ヤングの圖一枚なら六十個
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も同じ群がらの流星を記入すれば，いっぱいになるし，輻射卜占決定の爲に
はそれで充分である・
　微光流星には多少とも獄丁器械帥ら一倍牽の望遠鏡が便利でないかと思
ったので，幾らか其の實瞼もしナこ．ガリレオ双眼鏡は明るいけれども親旧
の角度が挾くて流星には駄目である．大回3倍位の廣角接眼鏡をもつナこ特
殊なファインダーと，相當しk良い星圖（Stuckerの岡の程度）があれば便
利だらうと思ふ．6月12日には自有のオヅトエー製5センチ（8倍）のフアィ
ングーで輻射勲を申心として出る可なり多数の流星を見る事が出來ナこ．蓮
動して居る物艦であるから，寸寸鏡の助けをかりても計り明るく見えない
ので，極めて廣角度低口早のものがよさそうである．
　以上の記事は，今までの流星の観測者にとっては除り突飛な事で，異論
も澤山ある事と思ふが，皇儲澤山ありそうに見える微光流星群の観測方法
について一つの案としておこう．
　　　　　　　　　芙禮二三極限光度表
　　　　　　　中村氏し寓眞望遠鏡の総目鋒「（天界第111號）補遺
　口径8センチF5の爲眞レンズにより，晴夜天頂附近をH＆D400の乾
板により撮影し，良好なる像の得られナこる揚合，痕跡として現れる星型の
極限光度の標準値・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左表の修5E値
